
問答

問答

答 問問

答

問 問答答

9

気
象
庁
は
、
今
年
、
そ
の
地

域
で
数
十
年
に
一
度
の
重
大
な
災

害
が
起
き
る
可
能
性
が
高
い
場
合

に
、
よ
り
強
い
警
戒
を
呼
び
か
け

る
「
特
別
警
報
」
を
発
令
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
市
に

お
け
る
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
そ

の
活
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
の
災
害
情
報
の
伝
達
手

段
と
し
て
は
、
防
災
行
政
無
線
、

広
報
車
の
活
用
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
こ
れ
ら
を
補
完
す
る
も
の

と
し
て
携
帯
電
話
に
よ
る
浮
き
城

の
ま
ち
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
で
の

情
報
伝
達
と
、
防
災
行
政
無
線
の

放
送
内
容
を
電
話
（
無
料
）
で
確

認
で
き
る
音
声
確
認
サ
ー
ビ
ス
、

ま
た
、
埼
玉
県
内
で
は
、
テ
レ
ビ

埼
玉
が
市
町
村
か
ら
の
情
報
を

「
公
共
情
報
コ
モ
ン
ズ
」
経
由
で

取
得
し
、
デ
ー
タ
放
送
と
し
て
市

庁
舎
に
伝
え
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
お
り
、
本
市
も
こ
の

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
情
報
発
信
を
本

年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

今
年
は
、
夏
の
異
常
気
象
や

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
な
ど
、

全
国
ど
こ
で
災
害
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
突
然
想
定
外
の
災

害
が
発
生
し
た
と
き
、
被
災
さ
れ

た
市
民
の
方
々
に
罹
災
証
明
書
の

発
行
や
支
援
金
の
交
付
な
ど
、
必

要
な
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で

き
る
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
を
昨
年
よ
り
提
案
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

平
成
23
年
11
月
に
地
方
自
治

情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
シ
ス
テ
ム
に

必
要
な
イ
ン
ス
ト
ー
ル
キ
ー
の
発

行
を
受
け
て
い
る
。
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
活
用
す
る

た
め
に
、
本
市
の
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
と
の
連
動
や
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
方
法
な
ど
の
課
題
も
あ
る

が
、
引
き
続
き
前
向
き
に
研
究
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
中
心
街
に
、
空
き
家
で

倒
壊
危
険
の
家
屋
が
あ
る
。
近
く

の
住
民
は
、
身
の
危
険
を
感
じ
て

そ
の
家
の
前
は
歩
け
な
い
。

市
民
は
、
市
に
再
三
相
談
し
て

い
る
が
、
進
展
が
な
い
。
万
一
倒

れ
、
通
行
人
に
危
害
を
負
っ
た
場

合
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

危
険
な
空
き
家
で
も
、
個
人

資
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
対

応
に
は
限
界
が
あ
る
。
本
来
は
建

物
の
所
有
者
に
よ
り
危
険
回
避
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
空
き
家
な
ど
は
、
近
隣
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

随
時
、
所
有
者
に
対
し
て
是
正
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
市
民
の
安
全
を
確
保

す
べ
く
的
確
な
状
況
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
緊
急
対
応
な
ど
、

関
連
部
署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

過
日
、
改
修
し
た
市
内
中
学

校
ト
イ
レ
を
視
察
し
た
が
、
大
変

狭
い
と
感
じ
た
。
35
年
前
に
建
設

し
た
時
よ
り
生
徒
数
は
半
減
し
、

生
徒
の
体
格
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
改
修
で
は
、
今
ま
で

の
ト
イ
レ
の
数
を
減
ら
し
て
、
広

く
ゆ
と
り
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

ま
た
、
温
水
洗
浄
便
座
は
つ
い

て
い
な
い
。
更
に
、
学
校
は
災
害

避
難
所
の
た
め
、
車
椅
子
や
介
護

の
必
要
な
市
民
が
利
用
す
る
こ
と

を
考
え
、
多
機
能
ト
イ
レ
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
残
り
の

市
内
小
中
学
校
19
校
の
改
修
に
は
、

そ
れ
ら
の
考
え
を
取
り
入
れ
る
計

画
は
あ
る
か
。

ト
イ
レ
改
修
に
当
た
っ
て
は
、

学
校
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

協
議
を
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
設

置
を
見
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
多
機
能
ト
イ
レ
の
必
要

性
は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
行
田
市
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

本
市
で
は
既
成
の
事
実
を
積

み
上
げ
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
を

進
め
て
い
る
が
、
ま
だ
行
田
市
民

に
は
次
の
３
点
で
十
分
な
説
明
が

行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
①
小
針
の

土
地
利
用
、
②
ご
み
の
資
源
活
用
、

③
他
市
に
設
置
し
た
場
合
の
逸
失

利
益
な
ど
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

建
設
場
所
を
鴻
巣
市
に
す
る
事
に

よ
る
行
田
市
民
の
受
益
と
逸
失
利

益
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
判
断
し

た
の
か
。

特
に
、
建
設
場
所
に
よ
り
、
土

地
の
取
得
、
造
成
、
工
事
の
地
元

受
注
、
設
備
の
管
理
運
営
、
職
員

の
地
元
採
用
、
最
終
廃
熱
利
用
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
。

ま
た
、
逸
失
利
益
は
い
く
ら
か
。

受
益
と
逸
失
利
益
の
判
断
は
、

ご
み
処
理
施
設
が
鴻
巣
市
に
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お

け
る
環
境
負
荷
及
び
地
域
に
お
け

る
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。

な
お
、
新
た
な
処
理
施
設
に
関

す
る
こ
と
は
、
３
市
が
構
成
市
と

な
る
ご
み
処
理
広
域
化
の
一
部
事

務
組
合
で
検
討
さ
れ
、
判
断
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

建
設
場
所
を
鴻
巣
市
に
し
た

根
拠
は
何
か
。

平
成
25
年
１
月
10
日
に
開
催

安 心・安 全

空
き
家
倒
壊
の

危
険
と

学
校
ト
イ
レ
改
修

高

橋

弘

行

（
し
ん
り
ょ
く
会
）

防 　 　 災

防
災
対
策
につい

て

大
河
原

梅
夫

（
公
明
党
）

ごみ処理施設

行
田
市
・
鴻
巣
市
・

北
本
市
の
ご
み
処
理

広
域
化

石

井

直

彦

（
し
ん
り
ょ
く
会
）

防災無線放送の音声確認サービス
を行っています。
行田市では、防災無線の放送を聞き逃し
た方が放送内容を確認できるよう電話に
よる音声確認サービスを行っています。

蕁0120－360－100
蘆午後2時40分の定時放送等につきまし
ては、確認できません。

蘆夜間（午後5時15分以降）および土・
日曜日、祝日は災害時緊急放送のみの
サービスとなります。

蘆電話が込み合っている場合は、かかり
にくいことがあります。しばらくして
から、おかけ直しください。


